
ྔ௮ଞ੄ᆪवሇெ

をׁっとිઝにj׮؈՛ת׮بءז؊ء

図書館׿ؔװ՛2025զৰຉ֊׈ॺֵ׮بءז؊ء演೺էؒ؟՛׽
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Àはじめに

ஔ۴は、202≿ 年⎤月 2≾ ૈ、沖縄県൥図書

館がة܇し、⎞⊐ ⑦ー⑶で開ةされた「図書館⑆

⑪⑕ー202≿ 基ࢹから学␎⑷フ␬⑷ン⑄演ܪ」の

講ڗをಳめ≲下図は׶知ポ⑄⑊ー≳、「⑷フ␬⑷ン

⑄サー⑞⑄をもっと身Ӎに⌒ー⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞

⑄入೧」と題する़ʤ部の演ܪパートを०੤さ

せていただいた。

本Վܢは、ڌ書資

Μは「 不೤」 と し 、

「␶␱ン⑊ーでのൖ

യ۴からのۡ೤対

̔にお؈りの図書館

ʯ」を対޹とした、͑

題解ԲԉՎܢとʄ

ঈ⏽け、֠Ғ図書館

ʯを中心にೳߠ 1≿

名の図書館ʯの皆

様に̷ٴいただいた。

本׌では、な⏴いま「⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄な

のか⌑」と題した前半の講я部分と、後半の⑷フ

␬⑷ン⑄演ܪでの۴̷ٴによる⑺ークの様ڔを

ޮͤしたい。

À֛֩いֽզת׮بءז؊ء՛׮؈է֩の֊i

された⑑␸⑄トやپ講生֦けにఘܕ書͑ਈڌ

図書館ߌష学のۍਣගをৄ␑ると、「⑷フ␬⑷ン

1 ૈ本図書館ߌష学会ఘ⌿図書館ߌష学യ語ۍਣ⍀़

≿ ୏≶ Ѝ2≹⊻ ≷2020 ≷ࢧ≿⊃、山֥߹೩␓かఘপ⌿ߌష

⑄サー⑞⑄」とは大きくہのような活動をЎむサ

ー⑞⑄として定яされている1。

ȍ 資料⌎ߌషを१し出すためのൖയ۴␐の

ৎࡴਘな˽ݳ

Ȏ ൖയ۴が資料、ߌషを१しやすくなるよう

なߌషϴҙのࡈ୿ ⌱⊎⊌⌎ߌషフ␬␯⑶の

⌲୿⌧⑆⑶⑷フ␬⑷ン⑄の␐の対̔ࡈ

ȏ ൖയ۴がもつك࢐ਘなߌష१ٛ⑄␸⑶を

める੻きかけר ⌱ൖയ۴教育、␷␯⑋ン

⑄のۢڞ⌲

このように௣ֳいʍಣをもつ⑷フ␬⑷ン⑄サー

⑞⑄であるが、図書館ʯのࢄ೧ࡅをଷШできる

ե代ਘな̵ॿをもつ重വなサー⑞⑄と捉えられ

るʤ方で、そのサー⑞⑄のୗʇのֳさから、「不

വේ」がऌكすることもۢڸである。

例えば、20⎜⎡年から 2020 年にかけて

⌿⊔⊙⊟⊜ すてきな܇ாた⏹⍀ڱに඼ـされたಡ

͜⌿೫ೀけの図書館⍀≲ૢ૦⑊␵প、ࣆള۲≳の

़ 1 話では、ڌ書ഋ資Μ۴である֠ࠇ܇に対し

て、≲この時ਮでは≳資Μをもたないך政ߠʯが

「そもそもその⑷フ␬⑷ン⑄ってどうなの⌑」「ഛٽ

ʘんでいくʤ方でいくらך政とはいえサー⑞⑄

ʯढ制ߠと思うけど」「こっ⏹は⏦り⏦りの߆͕

でやってる೵だし」「それに今の時代ഽしいߌష

を得る܊ॼはいくらでもあるだろ」「はっきりըっ

て、時間とළඋのವठ」とߒみかけるように語る

サー⑞⑄ේ ೧ࢄとをつな⏨図書館ʯの␋ࠇషとߌ ⊅

⍀⑪⑘⑶⑿␬書౞、⎝⎛⎜⎣≶ ⊻⊻≸1≷2ࡅ など。
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⑂ーンが஧かれている。

図⎜ ⌿೫ೀけの図書館⍀़ 1 Ϝ≲⊻⊻≸22≷2≽≳より

ஔ۴なりにե代ਘな解܁も஻け̷えると、この

。のようになるだろうかہʯのэ೤はߠ政ך

⊑⊺⊺⊲⊷⊰ や ⊝⊘⊝、生ࡆ ⊋⊓ がࠇ々のߌష入܊܊

ॼとしてֳく活യされているե代では、ൖയ۴は

図書館にൈらずとも自分でߌషを十分にৄ␑ら

れる。⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄の࣠対ਘなʄঈ⏽け

はʂ前よりも৳下しているのではないか。֥ࠇբ

բを୺けられない状況でٓٽ۲会をԨえ、ഛދ

今後もڿइできるサー⑞⑄なのか⌫。

こうしたэ೤は、沖縄の図書館でもУせられ

ることもあるだろうし、コ⑄トをかけてךうことにつ

いてൖയ۴⌎ږ民␐のࡺೀがѯめられることも

あるかもしれない。

上лのэ೤に対しては様々なେේができるだ

ろうが、ե代ਘな⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄のʍяを

1 つҁげるなら、ߌషϴҙがࡈっているからこそ、

図書館による֠ࡍなڭਮからのߌషサー⑞⑄が

ѯめられるということになるだろうか。

ե代のߌషϴҙを޹ষするըളのʤつに「フ

2 ⌿ඝො՝年୏ ≼ଜ書⍀ࣣಳަ≶201⊃≶⊻≸10ߨష通ߌ

␮⑶⑊ー⑛②⑶」というըളがある。ࣣಳަがଷ

⑶ೀによると、「アࡺଜ書⍀のߨష通ߌする⌿ך

␿⑵⑅⑫が⑘⑎トൖയ۴լࠇのՉٛ൘歴やク⑵⑎

ク൘歴を分ࡧし学ܪすることで、լ々の⑱ー⑁ー

にとっては望むと望ま⏮るとにかかわらず見たい

され、Ե̀として、自身の「ۈషがഃ先ਘにணߌ

「Ёਮに׭わないߌషからはΨൡされ、自身の

え方や̵ॿЁの「⑛②⑶⌱ౄ⌲」の中にձ൥すד

る」というߌషϴҙをۈす·૚である2。

図⎝ 「フ␮⑶⑊ー⑛②⑶」の␯⑬ー⑃

こうしたڇ組みは、私た⏹が⑄⑩ートフ␴ンで

しているࡴਘにߋૈ ⊑⊺⊺⊲⊷⊰ のՉٛԵ̀や⑖⑰

ー ⑄ л ڸ の ଅ ߨ 、 さ ら に 、 ⊢≲⊞⋂⊴⊿⊿⊰⊽≳ や

⊣⊺⋀⊞⋀⊭⊰ などの ⊝⊘⊝ の⑊␯⑫⑴␯ンなどയい

られているという。֯ࠇ知૧≲⊋⊓≳がそれ⏶れの⑱

ー⑁ーの˲ൕ൘歴を学ܪし、その⑱ー⑁ーが֫

みそうなものを上ʄにணۈすることで、ߌష入܊

の֢൤̱が図られるものの、⑱ー⑁ーが֫まな

いߌషは␵⑪⑎トされてしまう。例えば、いまこの

ʯでࢪ間にここにいるݔ ⊣⊺⋀⊞⋀⊭⊰ にロ␻␯ンし

て⑊␯⑫⑴␯ンを見てみると、ணۈされるમതが

ඕのࠇとはまったくʓなっているのは、フ␮⑶⑊ー

⑛②⑶がْയしたԵ̀である。

ࣣಳަの定яの中に「ձ൥」「Ψൡ」といった

ըളがあることから分かるように、フ␮⑶⑊ー⑛②

⑶というե޹はה定ਘにとらえられているわけで

はない。例えば、⊢ などで؝ఐਘなポ⑄トにいっ
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たんߢࡴしてしまうと、くりచし、くりచしڹたよう

なߌషが ⊝⊘⊝ などの⑊␯⑫⑴␯ンに൪れ؄んで

くることがある。Ե̀として、⑱ー⑁ーのߌషϴ

ҙはよりҥくఈ⏮され、その興ಣ関心も先˪̱し

てしまうҞれがあるのである。このような、特定の

ʍ見や思࣑がࣳ௣するようなե޹は、ఈじた部

̤≲⑌␲ン⑛ー≳で̯がେҭ≲␳コー≳するե޹に

な⏶らえて「␳コー⑌␲ン⑛ー≲ե޹≳」ともծば

れている。

ඝො ≿ 年のࣣಳަの⌿ߌష通ߨଜ書⍀では、

「フ␮⑶⑊ー⑛②⑶や␳コー⑌␲ン⑛ーによる␯ン

⑊ー⑘⑎ト上のʍ見⌎思࣑のఔりが۲会の分ॹ

をഔʲし、民܇܇яをНՙにさらす̸૧ࡅもあり

うる」と、ե代のߌషϴҙの೤題ਮをさらにӝढ

ਘに解ࡺするとともに、そうしたߌషのఔりが民

ਔښяのН機を生み出すҞれがあることも܇܇

している≽。202≾ 年の大統領ࢠに޹ষされるよ

うな「ア⑬⑵␶۲会の分ॹ」もまたフ␮⑶⑊ー⑛②

⑶や␳コー⑌␲ン⑛ーによってʲきнこされたと

いうښਔもある。⑱ー⑁ーの思דԃ֦を学ܪし

て、ߋにポ⑃⑑␮②なコ⑬ントで対話に஻き׭って

くれる生ࡆ ⊋⊓ のڇ組みもフ␮⑶⑊ー⑛②⑶や␳

コー⑌␲ン⑛ーにڹたところがあるだろう。ࠇが

̳かを知ろうとする場׭に、⑄⑩⑦⌎⑊②⑷⑎トを

ৄ␑るだけでは得られるߌషにかなりのఔりが

生じるҞれがऌكする。では、こうしたߌషϴҙ

下で図書館はどのようなೲζを̀たす␑きだろ

うか。

⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄をࢄ೧とする図書館ߌష

学۴の大Ӧ̺身ڣは、প書の中でہのようなこ

とをлしている≾。

「ア⑬⑵␶でߨൈできるࢄ೧ߠについて」の

アン␼ートがあって、ʤ番は「Ϸ֖ڗさん」、2

ʄが図書館ڌ書。図書館ʯはֳいߌషをܝ

ܶして、ʤ定の֠ࡍな୅ॹで、様々なʍ見を

≽ ⌿ඝො ≿ 年୏ ≼≹⊻⊻ ≷≼ଜ書⍀ࣣಳަ≶ 202ߨష通ߌ

0≷≽1

ਃҍしているࢄ೧ߠだという理解がある。」

「今の ⊓⊞ ۲会というものは「知る自഑」も

「ணեの自഑」もడ޿されているように見えて、

ۢはడ޿されていない。それでいて「ࠇ間の

ऎ՟に対して⑩␯⑕⑄なࣺೌが出てきてる。だ

から図書館は⑷フ␬⑷ン⑄を通じてֳいୗʇの

なʍ見を、੽̵ॿで多様なʍ見をਃҍしࡍ֠

ていかなくてはいけない。⑷フ␬⑷ン⑄は「知る

自഑」「ணեの自഑」「ࠇ間のऎ՟」「基本ਘ

Պ」「学␎Պൖ「などՅ法ਘ̵ॿをۢեすࠇ

る␊とつの۲会ਘ࣫ঈとなる。」

図書館の資料は「図書館の自഑」のדえ方の

下で、֠ࡍなڭਮでࢠばれている。ࠇ々がૈߋ

ਘに図書館をൖയし、わからないことがあるとき

に、様々な資料にвԤにアク⑆⑄でき、вԤに図

書館ʯに࣠談できるϴҙをࡈえることは、⊝⊘⊝

や生ࡆ ⊋⊓ の時代だからこそ、そのʍяをרめて

いるのではないだろうか。上ݐのように、⑷フ␬⑷

ン⑄サー⑞⑄の定яの中には、ൖയ۴からのۡ

೤に回੨するという活動のऒに、「ൖയ۴が資

料、ߌషを१しやすくなるようなߌషϴҙのࡈ୿」

という活動もЎまれている。ըうまでもなく、図書

館のड़には、֠ࡍな൥場からࢠばれた様々な資

料がఆ␑られている。࠮ދʍ見もЎめて多様な

ʍ見がঙඅくఆ␎ड़の前に൥つだけで、ൖയ۴

の࠼͸࢖はどんどんֳがっていくだろう。␯ン⑊

ー⑘⑎トの時代にあっても、図書館が「図書の館」

としてऌكしइけなければならない理഑のʤつ

は、ࠇ々が特定のדえ方や̵ॿЁの⑛②⑶にਜ

れないようにすることにあるのではないだろうか。

À生ถ AI は׹׮بءז؊ء՛ؠに֩る֊i

図書館͸においても生ࡆ ⊋⊓ をどのように活

യするか、といったことがђේされるようになって

いる。⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄もまたࢩりであり、

≾ 大Ӧ̺身⌿⑷フ␬⑷ン⑄と図書館 ある図書館ڌ書のૈ

л⍀ᒔ18≹⊻ ≷≾202 ≷۲ࡉ⊃ 
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⊑⊺⊺⊲⊷⊰ をڊって⑝ントを得るように、生ࡆ ⊋⊓ を

上܊に活യすることもࣳえてきているのではない

だろうか。しかしながら、生ࡆ ⊋⊓ は≲ե時ਮでは≳、

ॹఖਘな⑝ントから௼献を१すのはまだまだӘ

。なようである܊

例えば、௥ʞ県൥図書館が֠開している「΢

え間違い⑊␯ト⑶ܶ」≿には「ॽのڔの名前で⌿な

んとかの␶⑛ン⍀≲という本をકみたい≳」という

されているが、多くの図書館ʯがすـ例がԑڸ

⏨に⌿⑚⑵ー⌎ポ⑎⑊ーとア⑅␶⑛ンのࠇܜ⍀≲⎮⌍⎯⌍

ロー⑵ン␻ْ⌎̠ޚംڔ೵≶ 山۲≶ 2001≳を࡝

思いつくだろう。しかし、⊍⊳⊬⊿⊑⊚⊞や⊗⊴⊮⊽⊺⊾⊺⊱⊿ 

⊍⊺⊻⊴⊷⊺⊿ に、ہのようなۡ೤をしても、ʂ下のよう

にࡍしい੨えが得られることはなかった6。

≿ 「௥ʞ県൥図書館΢え間違い⑊␯ト⑶ܶ」⊳⊿⊿⊻⊾⊄≹≹⋂

⋂⋂≸⊷⊴⊭⊽⊬⊽⋄≷⊬⊽⊮⊳⊴⋁⊰⊾≸⊻⊽⊰⊱≸⊱⋀⊶⋀⊴≸⊷⊲≸⊵⊻≹⊿⊺⊾⋄⊺≹⊮⊬⊿⊰

⊲⊺⊽⋄≹⊾⊳⊴⊽⊬⊭⊰⊽⋀≹≽68≸⊳⊿⊸⊷≶ 2026≸1≸≽1 アク⑆⑄

⌱このサ␯トをもとにした書ࡪ⌿100 ಞ回ڢんだねこ ΢

え違い⑊␯ト⑶ܶ⍀ ≲講談۲≳も 2021 年 10 月にଷ଎

されている。⌲

この␓かにも、ේ௼をۙஔするفに、ਣҀとな

るדٴ௼献を生ࡆ ⊋⊓ に१してもらうと、ありもし

ないᅯࣸすることもష׶されている⊁。いわ␞る

「⑚⑶⑂⑘ー⑂⑲ン」とծばれるե޹であり、⑷フ

␬⑷ン⑄サー⑞⑄の場ೌで活യするには࣠੤な

টʍが必വとなるだろう。

Àؚ؈״بי׮بءז؊ء՛に׭بءؘ׶

़િ部では、⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄の定яの 1

つ目にある「資料⌎ߌషを१し出すためのൖയ

۴␐のৎࡴਘな˽ݳ」を⑟⑎クア⑎③し、⑷フ␬⑷

ン⑄サー⑞⑄の演ܪを取り入れた⑺ークを̷ٴ

。ってもらったךʯにࢪ۴

⑺ークの目ਘは、「⑷フ␬⑷ン⑄␯ン⑊⑞⑰ー」の

⑄␸⑶を学␎ことである。ൖയ۴からУせられる

ۡ೤にこたえるためには⑷フ␬⑷ン⑄⑏ー⑶に対

する資料知ۑやߌషՉٛ૧උが必വとなるが、

それだけで⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄が֡ࡆするわけ

ではない。

よくښਔされることだが、⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄

の場ೌにおいて、⍊ൖയ۴は様々なˉをつく⍋。

ൖയ۴からଷせられるݧثのۡ೤のըളには、

思い؄み、΢え間違い、うろ΢え、物౜れ、֕解、

ٜ΢、先入ЁなどがЎまれるため、そのըളを

˃઩みにしてす⏨にৄ؞に入ることはできない。

例えば、⌿21 иの中͎⍀という⑊␯ト⑶の本を࠼

१しているのに、「中国の 21 и、という本はあ࠼

りますか⌑」と、前後の␸ー⑺ー⑔が入れबわった

り、ఐのըളにঈきϩわったりすることもૈߋক

୛ڸである。さらにըえば、⌯լࠇਘなことでڇ

の۹಄をしてはいけないのではないか⌫⌰とڸ

いった̉൴によって、ݧثにଷせられるۡ೤મത

が本੤に知りたいことから̉⏮かってしまうこと

6 202≿ 年 ⊁ 月 20 ૈ時ਮでのْࣖԵ̀より
⊁ 山形方ࠇ「ऌكしないේ௼を語る生ࡆ ⊋⊓ǭǭそれは

「⑚⑶⑂⑘ー⑂⑲ン」ではなく「ᅯࣸ」」⊳⊿⊿⊻⊾⊄≹≹⊹⊰⋂⊾⊻⊴⊮

⊶⊾≸⊮⊺⊸≹⊹⊰⋂⊾≹1≾≾0≽⊃⊁0≹⊭⊺⊯⋄≹≶ 202≿≸6≸1⊃ ֠

開
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もދなくない。

⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄を֡ࡆさせるには、ൖയ

۴からのۡ೤をܕけてす⏨にৄ؞を始めるので

はなく、␯ン⑊⑞⑰ーをךうことにって、ۡ೤のܞ

ఙにあるߌషや⑝ントをʲき出したり、ك࢐ਘな

⑖ー⑅をʲき出したりすることが必വとなる。ߌ

షՉٛ⑄␸⑶に̷えて、␯ン⑊⑞⑰ー⑄␸⑶もま

たѯめられるのである。

Վܢ会ではࡺೀをここまでܨえた後に、「⑷フ

␬⑷ン⑄␯ン⑊⑞⑰ーのඹܪをしてみませんか⌑」

と会場にծ␋かけて、۴̷ٴ੽ڐでિࠇʤ組を

つくってもらい、「図書館ʯೲ」と「ൖയ۴ೲ」を

Բめてもらった上で、ロー⑶③⑷␯方ېでൖയ۴

からݧثにଷせられたۡ೤≲開始ۡ೤≳をよりೀ

確にするための対話をךってもらおうこととした。

図書館ʯೲとなった۴̷ٴには「コ␱⑊ンの

本はこの図書館にありますか⌑」というൖയ۴の

開始ۡ೤をਯえ、「ൖയ۴が本੤に知りたいこと

೤≳にたどり着くための␯ン⑊⑞⑰ーۡ೤ۡܨث≳

をדえてください」とծ␋かけた。ൖയ۴ೲとな

った۴̷ٴには、␯ン⑊⑞⑰ー⑂ートをଅுして、

કむ時間をとり、自分がどのような⑖ー⑅をڿつ

ൖയ۴なのかを૮ɦしてもらうようにした。

図⎞ ␯ン⑊⑞⑰ー⑂ート

ൖയ۴は「ׁרの۲会̾の教ʯ」であり、「コ

␱⑊ンの本」を学ׁの図書館で१してみたもの

の、十分本が見つからなかったので、ڸڇаりに

沖縄県൥図書館にУってみることにした、という

。定になっているࡷ

⑷フ␬⑷ン⑄␯ン⑊⑞⑰ーでは、「コ␱⑊ン」のண

лとમതをۡ೤することで、まず「֯०」が資Μ

「՛ڰ०任۴ڸ֯」にはېࡍ、՛の൨称でありڰ

であることを知ることができる。その上で、ൖയ

۴の③⑴␯⑛⑂ーにもଅ൴しながら、な⏴この本

を१しているのか、ۡ೤のଂԔ⌎目ਘをۡ೤する

ことで、「私のク⑴⑄でこの資Μに興ಣがある生

਺がいて、ׁר生でもܕ՛できるものなのか、ど

んな೤題が出るのか、ઽʏੇはどのくらいなの

か、を知りたいらしい」が、「学ׁの図書館に೤

題ܶを१しにךったが、本が 1 ١もなかったの

で、ڸڇаりに沖縄県൥図書館にെてみた」と

いう状況を知ることができる。ここまでのۡ೤に

よって、ൖയ۴は資Μڰ՛の೤題ܶ≲⑑␸⑄ト≳を

ѯめていることが分かるのだが、資Μڰ՛には

「ѷ」があることが多いため、̳ѷの⑑␸⑄トが

必വか、と確認すると、ѷがこのڰ՛にあるかど

うかわからないが、分೮は「ࣣ׭通ߨ分೮」がよ

いということが୅ೀする。

⑷フ␬⑷ン⑄␯ン⑊⑞⑰ーを֡ࡆさせる上でもう

ʤつ重വなことは、⍊ൖയ۴は知っていることを

す␑て教えてくれるとはժらない⍋ということであ

る。例えば、⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄において、ڹた

ような⑊␯ト⑶の本の中から 1 ١を特定する上で

は、出୏年や出୏۲のߌషは必ࠖとなるが、ൖ

യ۴はそうしたৄ␑方のコ⑏は知らないため、出

୏年や出୏۲を̲に知っていたとしても、вをൖ

かせて自ら話してくれるようなことは基本ਘには

ない。⑝ントをできるだけ多くʲき出すためのࡔ

かけとして、「ऒに知っていることはありません

か⌑」と௽くことは、⑷フ␬⑷ン⑄␯ン⑊⑞⑰ーをࡆ

֡させる上での重വな⑄⑑⑎③となる。⑺ークで

は、このۡ೤があった場׭には、ൖയ۴から「ࢄ
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೧の੽൹の先生に௽いたところ、この分೮だと

「⑵⑎ク⑑⑷コ⑫」という会۲がいい೤題ܶを出し

ているらしい」という৙̷⑝ントを得られることと

した。

今回の⑺ークでは、⑷フ␬⑷ン⑄␯ン⑊⑞⑰ーを

通してೀらかになったൖയ۴のۡܨث೤をもと

に、ڿ܊⏹の⑄⑩⑦や⑊②⑷⑎トなどをڊってϺ

ॣなߌషՉٛもךってもらっている。ʂ下はஞݞ

ਘなৄ؞の܊順である。

1≳ 「֯०」または「֯ڸ०任۴≲ڰ՛≳」を␸ー

⑺ー⑔として、沖縄県൥図書館の ⊙⊚⊋⊍ を

資料に⑑␸⑄ト≲೤題ܶ≳がないࣶݨってڊ

かを確認する。

2≳ ⊙⊚⊋⊍ では、「֯ڸ०任۴≲ڰ՛≳」でʂ下

の1١が⑝⑎トする。೤題ܶではないが、「ܕ

՛ક本」とあるので、ׁר生֦けかどうか、

。՛મതはあるਈੇ確認できると思われるڰ

  

≽≳ ただし、この⑑␸⑄トのଷך年は「1⊃88 年」

とかなり古い。資Μڰ՛は定Ьਘにڰ՛મ

തがֿ߱され、߱しい⑑␸⑄ト⌎೤題ܶでな

ければڊい物にならない場׭も多く、ൖയ

۴の⑖ー⑅はಠたされないと思われる。

≾≳ ೖൃਘに国મ出୏物をৄ؞できる「国൥国

会図書館サー⑌」をৄ␑ると、202≿ 年 2 月

に⑵⑎ク⑑⑷コ⑫۲から出୏された「ࣣ׭通

されていることがך分೮の⑑␸⑄トがଷ「ߨ

分かる。

≿≳ 書ڱ⑒ー⑊のটл൑によると、「͕Ѽ ≿ 回分

のڰ՛೤題≲2022 年 11 月〈202≾ 年 11

月ۢڞ≳をわかりやすく解ࡺ」ともあるので、

ൖയ۴の⑖ー⑅にも׭っていると思われる。

ൖയ۴はѬいでいないとのことなので、これ

らのߌషをޮͤし、⑵ク␳⑄ト≲מ入Х望、ま

たは取りУせ≳としてܕけ஻ける。

Àׇりׇいת׮بءז؊ء՛׮؈とはi

⑺ークでは多くの␻⑶ー③がൖയ۴からうまく

⑝ントをʲき出し、上лの回੨にたどり着くことが

できた。ただし、ൖയ۴の心ߌを⑵ア⑶にדえた

とき、ѯめる資料をਃҍする܊൥てをࡈえるだけ

では十分ではないのかもしれない。⑵ク␳⑄トと

してܕけܕけたとしても、ൖയ۴の܊にછくまで

にはʤ定の時間がかかる。せっかく図書館に足

を運んでくれたൖയ۴を܊␎らでаすようなこと

はサー⑞⑄としては不十分だろう。

⑷フ␬⑷ン⑄␯ン⑊⑞⑰ーでは、ൖയ۴が֯०

の⑑␸⑄トをѯめている理഑として、「ܕけڿ⏹

の生਺のࠄසښ੿യにこの本をޮͤしたい」

とい「՛できるかどうか知りたいܕ生でもׁר」

うことがೀらかになっている。ൖയ۴からはӝढ

ਘなവ望がなくとも、ثӍの資Μڰ՛の動֦に

ついて、߱௽лڸや⑞⑃⑘⑄関Ԃの٪ڱ ⊎⊌ を

って、ޮͤすることもできたのではないだろうڊ

か。例えば、地՝ڨの߱௽лڸ≲⊎⊌≳をՉٛすれ

ば、資Μのઽʏੇやׁר生の׭Μ۴がいるか

どうか、などをৄ␑ることもできる。⑺ーク後の解
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ロ③؞では、೏ୗ解੨として上лのようなৄࡺ

⑆⑄をޮͤした上で、⍊③⑴⑄Ɠ⍋のߌషਃҍの

ʤ例として、県મの߱௽лڸ ⊎⊌ をڊって、ׁר

生が֯ڸ०任۴ڰ՛に׭Μしたというમതの

лڸをޮͤするとよりよい⑷フ␬⑷ン⑄回੨にな

ることをਯえて、Վܢをまとめることとした。

ȍ 「中ܥׄר、ࡖさん⌱ː添֯⌲ઽ関ઙ૵⌧⎥

⎭ ⌎ ⎨ ⎨ ࣣ ׭ ܏ ڰ ՛ 」 ⌿ 琉 球 ߱ ష ⍀

2020≸12≸2≿≶ ঻ϙ 1≽ ೌ

Ȏ 「ஆൠ֯⎜⎛⎠ࠇ 国̼資Μ׭Μ⌧֯ڸ०

任۴ث多 国⎞ʄ」⌿沖縄⑊␯⑫⑄⍀ࢪ

2020≸≾≸≾ 沖縄⑊␯⑫⑄ など

Àお׎りに

大学の⑇⑪で学生た⏹をښ੿していてૈ々感

じることは、ईҴՎѴに必വな௼献ৄ؞がなか

なかうまくࠄまないということである。私の⑇⑪で

は、ईේの⑑ー⑩をʤࠇずつԲめ、⑑ー⑩に関す

る௼献ܶめをܘҴの中でךうことにしているの

だが、自උで関඼資料にたどり着ける学生はދ

は資料を十分にܶめきれずにそ࠮であり、多࠮

の回のܘҴをܨえることになる。資料が見つから

ないならば、⑷フ␬⑷ン⑄␶␱ン⑊ーに೤い׭わ

せればよいのだが、学生た⏹の多くは␶␱ン⑊ー

に൥⏹Уるвଅもなく、図書館の中を˺々とさま

よっているだけである。ڌ書を目ښす୨らは⑷フ

␬⑷ン⑄サー⑞⑄そのものは知っているはずだが、

եۢの自身のך動とԵ␋つけることはދないよ

うである。

⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄とൖയ۴との҅ൡはまだ

まだ̉い。サー⑞⑄મതを分かりやすくਯえると

ともに、ൖയ۴にとって、図書館ʯは「ߌషのɾ

મೲ」「ൈれる࣠談ೲ」であることをもっと ⊚⊜ す

る␑きだろうし、ൖയ۴が資料१ٛにךきћる場

ೌは␶␱ン⑊ーܞఙではなく書́ܞఙであるこ

とをדえると、؈ったときにвԤに話しかけられる

҅ൡに図書館ʯがいることも大ڸだろう。

「⑷フ␬⑷ン⑄サー⑞⑄をもっと身Ӎに」するた

めに私た⏹が学␎␑きことはまだまだ多い。ہ年

ੇの図書館⑆⑪⑕ーの⑑ー⑩は、「サー⑞⑄のֳ

ష」や「フロア⑺ーク⑷フ␬⑷ン⑄」を⑑ー⑩として

みてはいかがだろうか。≲2026 年 2 月 10 ૈ≳ 

⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥⌥

やま⏨⏹ しんや：沖縄国ف大学
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